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キャリアや就職・転職全般に関する研究や各種調査を⾏う機関『Job 総研(※1)』を運営する株式会社ライ
ボ（本社:東京都渋⾕区 代表取締役︓⼩⾕匠 以下「ライボ」）は、923 ⼈の社会⼈男⼥を対象に「仕事と
恋愛に関する意識調査」を実施しました。同調査は仕事とプライベートの優先度合いや職場恋愛の印象と
賛否、また職場恋愛の経験率及び恋愛が仕事に影響するか否かとその理由などについて調査しました。 

 
【仕事と恋愛に関する意識】 

コロナ禍で働き⽅や学業、また就活・転職活動などをはじめ様々なことがオンライン化し、直接の対⼈コミ
ュニケーションが激減した昨今で、新しい出会いの場が狭⼩するもオンライン化が加速しています。 

コロナ禍で進むオンライン化で仕事と恋愛の関連にはどのような影響があり、仕事を通じた恋愛にどのよう
な意識を持っているのでしょうか︖ 

Job 総研では仕事とプライベートの優先度合いや職場恋愛の印象と賛否、また職場恋愛の経験率及び恋愛が
仕事に影響するか否かとその理由などについて調査した「仕事と恋愛に関する意識調査」を実施しました。 

Job総研による『仕事と恋愛に関する意識調査』を実施 
職場恋愛否定派 7 割も仕事ではプラスに影響 出会い狭⼩の背景とは 

〜 仕事とプライベートの優先度はどちらが理想か 現実とのギャップ 〜 

【TOPICS】 
・仕事とプライベートで優先したいのは「プライベート派」が71.3% 
・実際に優先しているのは「仕事派」が半数以上で58.9% 
・全体の73.6%がこれまで職場恋愛の経験なしと回答 
・全体の68.2%が今後職場恋愛を経験したくないと回答 
・全体の69.7%が恋愛は仕事にプラスの影響を与えると回答  
・全体の62.1%がマスク⾮着⽤者に対して否定的な回答 

【調査概要】 
調査対象者 ︓全国 / 男⼥ / 20〜50代 
調査条件    ︓1年以内〜10年以上勤務している社会⼈ 

20⼈〜1000⼈以上規模の会社に所属 
調査期間  ︓2022 年 5 ⽉ 25 ⽇〜5 ⽉ 30 ⽇ 
サンプル数 ︓923⼈ 
調査⽅法 ︓インターネット調査 



【仕事と恋愛の⽐重】 
仕事と恋愛どちらに⽐重を置くかについて聞くと、「仕事」18.4%と「どちらかといえば仕事」45.1%を合

算した 63.5%が”仕事派”の回答をしました。これを属性別で⾒ても男⼥別及び全年代において”仕事派”の回答
が過半数をしめる結果になりました。年代別の”仕事派”の回答では 50 代の回答が 53.6%で最も低く、30 代が
69.5%で最も多い回答結果になりました。 

 
【仕事とプライベートの優先度】 
 仕事とプライベートでどちらを優先した働き⽅をしたいかについては、「プライベート」32.7%と「どちら
かというとプライベート」38.6%を合算した 71.3%が”プライベート派”の回答をしたのに対して、実際はどち
らを優先した働き⽅をしているかについて聞くと、「仕事」22.4%と「どちらかといえば仕事」36.5%を合算
した 58.9%が”仕事派”の回答で多数派を占める結果になりました。 

 
【職場恋愛の印象】 
職場恋愛についての印象では「ポジティブ」17.0%と「どちらかといえばポジティブ」40.8%を合算した

57.8%が”ポジティブ派”の回答をしました。これを属性別で⾒ても男⼥別及び全年代において”ポジティブ派”
の回答が過半数を占める結果になりました。年代別で⾒た “ポジティブ派”の回答では 50 代の回答が 50.7%で
最も低く、20 代が 58.7%で最も多い回答結果になりました。 

 
※詳細は別紙の「仕事と恋愛に関する意識調査 報告書」をご参照ください(※2) 



【職場恋愛の経験有無】 
職場恋愛の経験有無については全体の 73.6%が「ない」と回答し、「経験あり」は 26.4%の結果になりま

した。経験ありを回答した⽅に職場恋愛をした相⼿について聞くと、「同僚」が 51.7%と最多回答になり、次
いで「職場の先輩」が 14.3%、「職場の後輩」が 11.1%で上位 3 つの回答結果になりました。最も少ない回
答だったのは 2.9%で「取引先等の外部関係者」でした。  

 
【職場恋愛したいか否か】 
 職場恋愛をしたいか否かについては「したくない」34.1%と「どちらかといえばしたくない」34.1%を合算
した 68.2%が”したくない派”の回答をしました。”したい派”の回答は 31.8%でした。これを属性別で⾒ても男
⼥別及び全年代において”したくない派”の回答が過半数をしめる結果になりました。男⼥別の”したくない派”の
回答では男性回答が 63.8%、⼥性回答が 75.8%で差があり、職場恋愛否定意識は⼥性の⽅が強い結果になり
ました。年代別のしたくない派の最多回答は 50 代で 76.8%でした。 

  
【したい派・したくない派の理由】 
 職場恋愛を”したい派”と”したくない派”それぞれの理由について聞くと、”したい派”の最多回答は「⽣活リズ
ムが合いそう」が 49.5%で最多になり、”したくない派”の回答では「破局した時に居⼼地が悪い」が 60.8%
で最多の結果になりました。 

 
※詳細は別紙の「仕事と恋愛に関する意識調査 報告書」をご参照ください(※2) 



【恋愛の仕事への影響度】 
恋愛が仕事にどのように影響するかについては、「すごくプラスに影響する」13.7%、「プラスに影響する」

25.1%、「ややプラスに影響する」30.9%を合算した 69.7%が “プラスの影響派”に回答し、”マイナスの影響
派”に回答したのは 13.0%で”どちらにも影響しない”は 17.3%の回答結果になりました。 

また、”プラスの影響派”と”マイナスの影響派”それぞれの理由を⾒ていくと、”プラス派”の理由では「恋⼈の
存在が仕事のモチベーションになる」が 69.1%で最多回答になり、”マイナス派”の理由では「メンタルがブレ
てやる気がなくなる」が 54.2%で最多回答の結果になりました。 

 
【回答者コメント】 
 仕事と恋愛に関する⾃由記述コメントでは、破局した時のマイナス要因やコロナ禍が影響したコメントが顕
著に⾒られました。 

 
【調査まとめ】 

今回実施した「仕事と恋愛に関する意識調査」では、職場恋愛や恋愛が仕事にどのように影響するか等につ
いて調査しました。仕事とプライベートのバランスについての理想は「プライベート優先」が多数派に対して
実際は「仕事が優先」になっているという回答で、恋愛と仕事の優先度では”仕事派”の回答が過半数を占めま
した。また職場恋愛への印象については”ポジティブ派”の回答が多数派ですが、実際に職場恋愛をしたいかに
ついては”したくない派”が 7割の結果になりました。職場恋愛に対して憧れに似た感情の反⾯、現実的に考え
ると破局した時のことを優先して考え、実際には職場恋愛はしたくないという回答が多数派を占めました。 

しかし恋愛⾃体が仕事にどのように影響するかについてはポジティブに影響する派の回答が 7割を占め、仕
事のモチベーションにプラス影響をもたらすということがわかりました。 
 ライボでは今後も就職・転職・働き⽅などに関連する様々な調査を実施し、リアルで透明度の⾼い情報を発
信することで個が活躍する社会の実現を⽬指してまいります。 
 
【(※2) 仕事と恋愛に関する意識調査 報告書】 
報告書では同調査の属性や回答結果をより詳細にご確認いただけます 
https://job-q.me/articles/13567 
 
 
 
 
 
 

・上⼿くいっている時はいいが、喧嘩や別れがあると仕事に影響する 
・職場で三⾓関係になった⼈たちがいてとても気を使ったので、できれば職場恋愛は避けてもらいたい 
・別れた後気まずくなって結局転職した 
・別れ話の際にどちらが会社を辞めるかの話になり、結局双⽅が転職したのでマイナスが多い気がする 
・職場恋愛で破局した先輩たちは辞めていきました 
・コロナ禍で⼈と会う機会が減っていることもあり、新しい出会い⾃体が難しいと感じる 
コロナ禍でリモート中⼼になり、職場で恋愛に発展する機会がなくなった 



【(※1)Job 総研について】 
Job 総研は就職・転職やキャリア全般に関する研究や各種調査の実施により、市場の現状と未来を分析し、

社会へ発信することで就転職関連市場に貢献する事を⽬的とし⽴ち上げられました。 
就職・転職・働き⽅・ランキング・働く⼥性など多数のジャンルで信頼できる情報を発信していくことによ
り、就転職活動に役⽴てていただくことや、キャリアに関する不安や悩みを解決する⼀助として”個が活躍する
社会により良い選択の機会”を提供し就転職市場に貢献してまいります。 
 
【JobQ について】 
「あなたが知りたい”働く”は誰かが知っている」をコンセプトに運営する JobQの累計登録者数は 32万⼈を
超え、キャリアや転職に関する情報交換と相談ができるサービスです。具体的な企業名を検索して、現役社員
や元社員による⼝コミだけではなく、仕事全般に関する悩みや就職・転職への不安など漠然とした内容も含ま
れ、匿名によるユーザ同⼠でコミュニケーションを取りながら、より良い選択をつくる場になっています。 
■JobQ に投稿された”社内恋愛”に関する Q&A 
https://job-q.me/tags/606 
 
 
【会社概要】 
会社名   ︓株式会社ライボ 
設⽴   ︓2015 年 2 ⽉ 3 ⽇ 
代表取締役  ︓⼩⾕ 匠 
所在地   ︓〒150-0043 東京都渋⾕区道⽞坂 1丁⽬ 19-9第⼀暁ビル 3階  
事業内容  ︓キャリアや転職に特化した匿名相談サービス「JobQ」の企画・開発・運営 
グループ会社  ︓2019 年 3 ⽉ 1 ⽇ パーソルキャリア株式会社にグループイン  
ホームページ  ︓https://laibo.jp/ 
JobQ   ︓https://job-q.me/ 
 
 
 
 
 

報道関係者様お問い合わせ先 株式会社ライボ 広報担当︓堀 雅⼀ 
Tel・Fax︓03-6416-1760  携帯︓080-4193-1810   

Mail︓masakazu.hori@laibo.jp 

※現在主にテレワークでの勤務形態をとっておりますので、誠に勝⼿ながらお問い合わせは携帯電話かメールにてお願い致します 


